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中教審が教育基本法を改悪する答申を提出

～ 3月 20 日 イ ラク攻 撃 開 始 の 日～

大 山 早 苗 （教育基本法 F改剖 反対市民連結牟）

近 くのア メ リカ大使館 周辺 か ら聞 こえ るシュ プ レヒコール 。文部 科学 省 の外 は、騒然 と して いた。「イ ラクヘ の攻撃 が始 ま った」 3 月2 0

日、中央 教育審議会 は、教 育基本 法 「見 直 し」 の答 申 を出 した。

この 日、「教育 基本法 『改正 j 反対 市民連絡 会」「教育 と文化 を世界 に開 く会 」「2 1世 掛 こ教 育基本 法 を生 かす会」「『子 どもた ちを大切 に…

いまこ そ生 か そ う教育基 本 法J 全 国 ネ ッ トワーク」 な どの市民 団体 は、文部科 学省 記者 クラ ブで記 者会 見 を開 いた。会 見場 に は、教育基

本法 「見直 し」に反対 す る研 究者・ 文化 人 、市 民 や若 者 な ど30人 が詰 めか けた。「市 民連絡 会」 が作 った 「ス イミー」の横 断幕 は、掛 ナつ

けた若者 達 によ って、正 面に掲 げ られた。

国際的な視野に欠ける Fミニー国主義』

記者会見 は、喜多明人さんの司会で始め られた。大田尭

（ 教育学者）さんは、「教育 というのは r芸術』である。教育

はおとな と子どもが向きあ って、子どもの発達を支援するも

のである。答申は、子どもや国民に r教えをたれる j 立場で

ある。この答申にはロマンも想像力もない。国際的な視野を

まったく欠いた rミニー国主義』の人材育成計画である」と。

佐藤学 （教育学者）さんは、「教基法は何よ りも平和と民主

主義を基調としているが、答申には平和も民主主義もない」。

堀尾輝久さん（教育学者）は、「教育行政の役割で、r教育条

件の整備 には教育内容も含まれる j と言 っているが、これは

教基法 10 条の改悪をね らった重大な問題」と述べた。

また、中村元彦さん （「市罵 連絡会」）は、「大きな魚に仲

間を食 べ られ 一 人 ぽ っち にな ったス イ ミー が 、 r自由 に泳 げ

る海 に しよ う』 と声 をか け、 小さ な魚 がた くさ ん集 ま って大

きな魚 を追 い 出 した。 そん なス イ ミーの よ うに、私 たち 一人

ひと りの力 は小 さ い けれ どた くさん 集 ま って r教育 基本 法改

悪j をス トップ させた い」 と語 った。

「 戦争反対」なんて害えなくなるかも

ア メ リカ大 使館 で 「イラ ク攻撃 反 対」 をア ピール していた

大学生の須黒奈緒さんも駆けつけた。「こんな に世界中に戦

争反 対の 声が 起 こ つて いる の に、ア メ リカが イラ クへの 攻撃

を始 めて しま った 。愛 国心 を強調 し、個人 よ り国 が大事 にさ

れる教育を行うための教育基本法改悪を許 したら、戦争反対

なんて言えな くなる。絶対これを止めなければ」 と訴えた。

便乗文さん （「市民連絡会」）は、「基本法 r改正』は F戦争

ができる国』を積極的に支える教育をめざすものだ。また、

答申は、基本法の理念の r真理と正義』r個人の価値j r勤労

と責任 J r自主的精神』を r徳目』といってその価値を姪め
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ている。 これ は 、今 回新理 念 に盛 り込 も うと してい る r愛国

心』や r道徳心』こそが r徳目』であ り、それを理念に格上

げす るため の トリックであ る」と。藤 田英典 さん （教 育学者 ）

は、「私は r教育改革国民会議』の委員と して基本法 「見直

し』に反 対 した。 答 申を完売ん でも 、な ぜ変 えな けれ ば な らな

いのか不明である。答申がいう r経済の停滞や少子化J は基

本法に原因があるわけではない。それを理由に F基本を変え

る必要がある』というのは、民主主義のルールに反すること

だ。戦後の教育がすすめてきた努力や蓄積をまった く無視 し

ている」 と語 った。

子どものため じやな くて 「お園 のため の教育」

西原博史さん （憲法学者）は、「戦前の軍国主義教育に対

する反省のうえに基本法は制定された。その成立過程を忘れ、

r 日の丸 』 r君 が代 』の 強制 や 『心 の ノー ト』 に現れ て いる よ

うに、心 のあ りよ うを国家 が上 か ら指 導 して 、お 園の ための
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教育 を しよ うと して い る」 と。小 森 陽一 さ ん （文学 者 ） は 、

「 文科省がつくった文書なのに、答申には当用漢字にもない

r 5函養 J が 多用 され てい る。「さ函養 』 とい うの は 、 自弁琵に水 が

しみ こ む よ う に徐 々 に 時 間 を か けて 育 て る と い う意 味 で あ

る。 明 らか に子 どもの 心 をタ ーゲ ッ トに して、愛 国心 や公共

心を養わせようとしている。教基法改悪は、学校を通 して子

どもの心を菅！埋し、子どもだけでな く家庭や地域を支配する

ねらいがあ る」 と述べ た。

これ らの記 者会 見で の発 言か らもわか る よ うに、中教 審答

申は、 私た ち 個 々人 の心 の あ りよ うを国 家 が上 か ら指導 し、

「 お 園の た めの 教 育」 を しよ うと して いる 、教 育 基本 法 「改

悪」 の方 向を 明確 に した。 残念 なが ら、 記者 はイ ラ ク攻 撃関

係の取材のため、いつもの半分だった。 しか し、会見場に研

究者や文化人の他に若者や市民など3 0 人が詰めかけ、それぞ

れの思 いを語 った こ とは今 後 につ ながる一 歩にな った と思 う。

文部科学省の不登校に関する調査
研究協力者会議が最終報告を提出

一不登校の子 どもの気持 ちをその まま受 け止める視点が欠落 －

2 0 0 1年度不登校の子どもが2 7 年連続過去最高を更新 し、

1 3 万 9 0 0 0 人 と発表され、文科省は 「憂慮すべき事態」と

し、 2 0 0 2 年 9 月 5 日に不登校に関する調査研究協力者会議

（ 以下協力者会議）を設 けた。協力者会議は主査・尾木和英

をは じめ委 員 1 6 名 が 14 回 にわ た り会議 を開 き 、2 0 0 3 年 4

月9 日に最終報告が提出された。

協力者会議とは 19 9 2 年にも設 けられており、当時の最終

報告では 「登校拒否は誰にでも起 こりうる」と発表。登校拒

否は首に縄をつけてでも学校へ、という風潮のなか、文科省

の認識転換 ともとれる発表に注目が集まった。以後、不登校

への対策は協力者会議の報告をもとにすすめられ、今回の発

表にも多くの関係者が注目され、私たちの N P O 法人不登校

新聞社も参加 した。

協力者会議のテーマは雑多な言い方をすれば2 点に絞られ

る。ひとつは 「不登校問王琶解決の目標は、子どもたちの将来

的な社会的 自立」 と 「た だ待 つか ら早期対応へ」 になる。

「社会的自立」を会議中に再三提案 したの は副主査・森田洋

司。森田委員は9 2年 に中学3 年生だ った不登校の5 年後を調

査した追跡調査を行っている。最終章艮告は追跡調査から不登

校経験者が 「生活 リズムの崩れ、学力・知識不足、などを理

由に後悔 した りさま ざま な苦労 を経 験 した 」 と結 論 。 これ に

より、「不登校を心の 問題と してのみな らず、進路の問題 と

して」 と らえる こ とを打 ち出 した 。 しか し、追 跡調 査資 料 に

「 生活リズムの崩れ」や 「人間関係への不安」な
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どの 不安 が 「ま った くな い」 との 回答の ほ うが多 く、偏 った

見方 とな ってい る。 しか し、不 登校 の子 ど もや親 が 「学 校 に

行かないで将来が不安 ？」 と悩む人が多いなかで、学校に戻

ることが経済的、精神的に自立する社会的自立の最良の選択

と改 め て打 ち出 した こ とに は、さ らな る不安 をお おい 被せ る

ことだ ろう。

「ただ待つか ら早期対応へ」のテーマも第一回協力者会議

から明 らかだった。委員は自己紹介で 「不登校の子どもに

「 待てばいい」 と何も しない親や民 間団体がいるが、父性を

持って押 し出す ことで問題の 5 割は解決する」や 「平成 4 年

度か ら、だ れ にで も起 こ りうる不 登校 だか ら、不 登校 にな っ

ても仕方がない、と不登校を容認 しすぎる風潮がある」 と危

機感をあおる。協力者会議 には公機関9 団体 と民間5 団体が

ヒア リング と して参加 し、2 団体 をの ぞ き学校 復帰 した こと

を事業 成果 と して発 表 し、不 登校 が学 校復 帰で きる もの と し

て会議内では位置付 けた。学校復帰 は早期対応の必要性も

多々発言された。

こうして 「社会的自立への学校復帰は早期対応 を」と骨格

になる指針が出たところで、文科省側からさまざまな具体案

が提出され、ほとんど議論にな らないまま協力者会議を通 っ

ていった。それらを紹介する。

まず は文科省 が昨年度 、 目玉 政策 と して発表 したのが

S S N （ス クー リングサ ポー トネ ッ トワー ク）。都 道 府県 に教

育委員会が広域 S S C をつくり、情報収集と適応指導のプロク



ラムを作 成 し、教 育セ ン ターや 適応 指導 教室 に つ く られ る地

域S S C を支援する。地域S S C は学校、児童相談所、医療機

関、警察、民生委員、民間施設と連携 し、不登校の子どもの

情報を捉え、家庭訪問や親への働きかけを積極化 してい く。

家庭訪問は民生委員や学生ボランティアを利用 し、スーパー

バイザーの定着も最終報告で位置付けられた。また、学校で

は、不登校担当者を置くこと、個人指導記録として不登校の

兆候を見せた子どもをチ ェック し小中学校在籍中は保管され

ることになる。また、 L D 、A D H D への対応の重要性 も最終

報告では記述された。

これ らが文 科省 の狙 い だ ったが会 議 中や パ ブ リ ックコメ ン

トには 1 7 1 件の意見が寄せ られるな ど市民団体が動いたた

め、最終報告 になって急に当事者側か らの視点が盛 り込まれ

た。 しか し「未然 防止」な ど不登 校 をあ ってはな らな い こと、

社会的自立のためには「学校に行くこと」が最良の選択との

●姿勢は貫かれている。私自身は中学2 年生から学校 に行かず、

フ リー ス クール に通い 、 さま ざまな 不登 校の 子 ども たち とい

つ し ょに過 ご して きた 。学 校 に行 かな い子 ども は、親 や教 師

か ら 「学校 に行 か ない と タメな 人 間にな る」 と言 われ 「早 く

学校 に行きなさい」 とせかされる。「学校 に行きた くない、

自分を受け入れてほしい」その気持ちが否定され、家庭内暴

力や拒食・過食症、自殺未遂などを してきた子 どもたちと知

り合 ってきた。経済的自立、精神的自立とはどんなものなの

か ？ 社 会 的 自立 を目指 す前 に 、ま ずは学 校 に行 かな い子 ど

もの気持ちをまわりの人が受け止めることが必要。私自身も

学校 に行 か ない 自分 を責 めた ま まで は苦 しい 日々 を送 ってい

たにちがいない。だからこそ、学歴社会のなかで不当な差別

を受ける不登校の子どもが、学校に行かないままでの「保障」

が国には求め られている。その観点が最終報告に抜けたこと

は、大きな欠陥だと言える。

子どもの犠牲が戦争の道具 となる

大河 内 秀 人 （パレスチナ子どものキャンペーン常務理事）

「紛 争下 の 子 ども た ち」 と い うテー マ を いた だ き ま した 。

当然 なが ら子 ど もたち は、少 年兵 に駆 り出さ れる こ とを含 め

専ら被害者です。子ども自身が致命的あるいは一生の傷 を負

い、家族を失い、教育機会を奪われ、さらには精神的にも発

育す る時期 に強 烈 な トラ ウマを負 い ます 。 これ らの 直接 的 な

被害もそれぞれ深めて検討する必要はあ りますが、本稿では

見落 と しがち な 2 つの ポ イ ン トにつ いて 考察 します 。第 一 に

「 戦 争の道具 と しての子 ども」 であ り、も う 1 点 はと くに イラ

クに言 える こと と して 「経 済制 裁」 の影響 です 。

現代の戦争は情報戦と言えます。現場で起こつていること

がどの よ うに伝 え られる か とい う ことが 、戦局 に大 き く影響

します 。そ して それ が、現 場 に生 き る人 々の運 命 を左右 して

いき ます。 その情 幸艮戦争 にお いて 「子 ど も」 は重要 なキ ー ワ

ードで す。 無垢 な子 ども が ど うな って い るかが 、そ の戦 争の

正当性、合理性などの一般的評価の重要なファクターであ り、

そのため イ メージ戦 略 と して メデ ィアの中 で強調 され ます 。

ここで一つ心得ておかねばな らないのは、戦争当事者は、

それが先制であれ‡防衛であれ、戦争の必然性を求めるという

ことです。そ して世論において戦争の動機づけとな っている

のは、正当性の建前としての 「報復」であ り、それは基本的

に「憎 悪」 に基 づ くも の で す 。 イ ラ ク攻 撃 で も 、子 ども が

「 巻き添え」になるとい う悲劇が、戦争の残虐性を問い、米

国内や外野としての国際社会の中で、反戦世論の形成をすす

める面 もあ ります。 しか し、 じつ は戦 争 を した い側 にも都 合

の良い「事件」になっていると私は考えます。それは一方で、

イラ クやア ラ ブ、イ ス ラム社会 の 中 に 「憎 悪」 や 「反感 」 を

煽ってい き 、さ らなる 「報復 」 を 引き 出す 原 因 とな りま す。

双方の力関係が対等ならば、あるいはそれを仲裁するシステ

ムがあ れば 、交渉 や対 話 とい う道 がま ず考 え られます 。 しか

し、超大 国ア メ リカの ユ ニラテ ラ リズムは 、その道 を閉 ざ し、

あくま で力 で解決 しよ うと します 。 この 非対 称性 の中 で、報

復は 「テロ」 とい うかた ちを とる こと にな ります 。国家 の す

る戦 争 と違 って 、テ ロは犯 罪 です 。ア メ リカの攻撃 の是 否 が

議論 され る こ とはあ って も、 テロ は前提 と して悪 であ り、せ

いぜ い 同情 や共感 に止 ま りま す。 だか ら こそ 、攻撃 を正 当化

するため、テロが必要なのです。

この こと は、 ほとん ど アメ リカの 援助 で成 り立 って いる イ

スラ工ルとパ レスチナの紛争でも顕著に表れています。非対

照的な力関係における報復合戦の中で、明らかに子どもが標

的にな ってい ます 。イ ス ラ工ル で は、 自爆 テ ロの巻 き添 えで

子どもが死ぬと、パレスチナでも子どもが死なないと世論が

納得 しない と言わ れ ま すが 、そ れ だ けで な く、憎 悪 を煽 り、

テロを誘 発 し、徹 底的 に叩 き漬 す 口実を つ くるた めに、人 々

の感情 に訴える子どもの犠牲は格好の材料なのです。そ して

言うまでもな く、ユダヤ資本を筆頭に、世界の情報を支配 し

ている力の構造があるわけです。このような構造的な視点か

ら一 つ一 つの原 因 を掘 り下 げる こ とな く、一部 の権 力 に
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された一面 的な情 報 によ って情 緒的 に振 り回さ れてい る限 り、

紛争地の子どもたちのいのちは一層危険に晒されるのです。

そ してもう一点、イラクの子どもたちは 1 2 年前の湾岸戦

争後の 「経済制裁」によって大きなダメー ジを受けてきた こ

とです。実際、戦争の直接被害よりも、経済制裁により医薬

品が入 らなかったりした ことで、本来な ら当然治る病気で死

んでいった子 どもの方が圧倒的に多かったのです。日本にお

いても、当時自衛隊の派遣を中心 にイラク攻撃の是否が国会

でも大 問題 にな りま した が、 経済 制裁 につい ては ほ とん ど議

論もな く乗 っか りま した。見 え に くく、絵 にな りに く く、そ

〓
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して情報を支配する側が見せないことで、私たちが現実を見

過ごし、子どもの加害者になっていることを知るべきです。

最後に一つ付け加えたいことは、米軍が前回も含めイラク

で使 用 した 劣化 ウ ラン弾 に関 してで す。何 万年 に もわた り放

射能汚染を残 し、重大な健康被害を及ぼす物質が、イラク国

内にばら撒かれま した。戦場の子どもたちは小遣い稼ぎのた

めに弾丸などの金属を集めて被曝 します。このような核兵器

の使用を公言する攻撃を支持 し、その原料となる劣化ウラン

を原子力発電所の廃棄物と して米国企業に引き取らせている

日本 の 匡l民 と して、 子 どもた ちの未 来 に大 きな 責任 を感 じて

います 。

「 子ども参加」中心に進む各国の子ども施策

子どもの権利条約や国連・子どもの権利委員会 による勧告

を踏まえ、子どもに関する総合的な政策を策定・実施する国

が増 えて いる 。そ の多 くに共通 す るの は、 国・ 自治 体 レベル

での子ども・若者参加の推進が中心的課題のひとつに位置づ

けられてい る ことであ る。 い くつ かの 例を紹 介す る。

◆ス ウ ェーデ ン

1 9 9 9 年 3 月 、 スウ ェー デン議会 は 「スウ ェー デン にお け

る子どもの権利条約の実施のための戦略」を全会一致で採択

した 。さ ま ざまな 行政 施策 に条 約 が反 映さ れる よ うにす る こ

とを目的と したこの戦略では、「地域計画・交通計画 におけ

る子どもや若者の影響力の行使と参加を促進するための努力

が行なわれなければな らない」旨、定められている。

政府の青少年問題委員会 が毎年実施 している調査 によれ

ば、若者評議会や若者議会など何 らかの形で若者が「影響力

を行 使で きる場 」（in f山e n ce fo「u m s ）を設置 して いるの は、

全2 8 9 自治体のうち 1 3 6 か所である。参加者の4 4 ％は 1 3

～1 5 歳、4 3 ％が 16 ～ 18 歳とされる （2 0 0 1 年 1 2 月現在、

第3 回締約国報告書p．4 9 ）。ただ し、体系的・戦略的取り組

みを進めている自治体はまだそれほど多くない。政府は 「新

世紀民主主義法案」（政府提出法案2 0 0 1／0 2 ：8 0 ）を提出

し、市民と して自治体・郡評議会に動議を提出する権利を、

子ども と若 者 に （任 意 に）認 め る ことが でき る よ うにす るこ

とを提案 して いる 。

◆アイルラ ン ド

2 0 0 3 年 1 月 2 8 日付 朝 日新 聞 でも 報 じられ た よ うに 、ア

イル ラン ド政府 は2 0 0 0 年 1 1 月、 A 4 で 14 0 頁 （英語版 ）

に及ぶ「国家子ども戦略 ：私たちの子どもたち、彼 らの生活」

を策定 した。「全人的存在と しての子 ども」（w h o 始 C h ild ）

という視点を中心 に据えた同戦略は、子 どもに関わる3 大国

家目標のひとつに「子どもが、自分たちに影響を与える事柄

院
1 て意見を言え、その意見が年齢と成熟度に したが って

どもの権利集約 第6 7号・ 20 03年 4 月2 0 日号

平 野 裕 二（ARC代表）

正当 に尊 重 され るよ うにす る」 こ とを掲 げ てい る （他 の 2 つ

は、子どもに関する調査研究。質の高い支援およびサービス

の提供）。戦略の策定過程でもおよそ2 ，5 0 0 人の子どもから

意見を聴いた。

この 目的を推進するため、政府はすでに「子ども議会」や

子どもオンブズマンの設置を進めている。2 0 0 2 年 3 月には、

地域で 「子ども評議会」を創設するための費用と して、すべ

ての市・郡にそれぞれ2 ，5 0 0 ユー ロ（約3 2 万円）を供与す

る方針も発表 した。

◆ニ ュー ジー ラン ド

ニ ュー ジー ラ ン ド政 府 は 2 0 0 2 年 6 月 、「子 ど もの た めの

課題 ：子 どもたちによりよい生活を」（A 4 版 5 6 頁）を策定

した。7 ，5 0 0 人以上の子 どもか ら意見を聴いて策定された

同政策文書は、 7 つの行動課題の第 1 に、アイルラン ドと同

様に 「 r全人 的 存在 と しての 子 ども 』 とい うア プロー チ の促

進」を掲げている。行動課題の 2 番目に置かれたのが、「政

府・地域の意思決定過程への子ども参加の機会の増進」であ

る（残りは③子どもの貧困の根絶、④暴力・いじめへの対応、

（ む中央政府の構造・手続の改善、（釘地方行政・地域計画の改

善、（》情報・調査研究の増進）。

社会発展省 と青年問題省は現在、子ども・若者参加の機会

を向上させるための原則・指針・実例などを含んだリソース

集の開発、既存の子ども・若者参加のあ り方の検証、内務

省・地方行政省および地方自治体・地域団体との協力などを

進めている。先住民族であるマオリや太平洋諸島民の子ども、

その他の 民 族的 マイ ノ リテ ィの 子 ども 、障害 をも った子 ども

など、参加 しにくい立場に置かれた子どもたちの参加をどの

よう に増 進す るか とい うの も焦 点の ひとつ である 。

◆イタ リア

イ タ リアで は、 1 9 9 7 年8 月2 8 日 に法律 第2 8 号 （子 ども

と青少年の権利および機会の促進に関する諸規定）によって



「 子 ども青少年基金」が設置 され、地方 自治体が子 どものた

めに実施するさまざまな取り組みを財政的に支援する枠組み

が整備されている。この法律の実施のため、3 年間で8 ．0 0 0

億リラ （約 6 4 0 億円）の予算が組まれた。

同法第3 条 では、財政支援の対象 になる事業のひとつに、

「 子 どもおよび青少年の権利、基本的な市民的権利 の行使、

子どもによる都市環境および自然環境の利用の向上…・‥を促

進するための積極的措置」が挙げられている （1項（d））。そ

して第 7 条では、このような目的を追求するための具体的措

置と して、（a ）時間および都市空間の利用等を促進するため

敷

の措置、（b）子ども・青少年の権利 に関する意識啓発措置 と

並んで、（C）「地域コミュニティヘの子 どもおよび青少年の参

加を、行政 レベ ル におい ても促 進 する ことを 目的 と した措置 」

が挙げ られている。第 1期（3 年間）の資金配分はすでに終了

し、全2 ，8 6 1事業の 1 4 ％が第7 条関連だった模様である。

＊各 国 の 関 連資 料 の 入 手先 はA R C ウ ェブ サ イ ト（h ttp ：／／

h o m e p a g e 2 ．n ifty．c o m ／C h ild「ig hts ／）の「各国動向」 コ

ーナー参照。

子どもが つ くる まち ミ＝ さ くら 2 0 0 3

4 日問で延べ 2 5 0 0人 を超 える子 どもたちが参加 ナナ

●200 3年 3月2 1 日－ 24 日 千葉県佐倉市染井野・ 七井戸公園

■「子 どもが つ くるまち ミニさ くら」 とは

「子 ど もが つ くる まち ミニ さ く ら 2 0 0 3 」 が去 る3 月

2 1 日から2 4 日の4 日間、千葉県佐倉市染井野にある七井戸

公園で開催された。これは、 1 8 歳以下の子どもだけが市民

とな って 、好 きな こと を して給 料を 稼 ぎ、 1 つの ま ち をつ く

ることを遊びの中で体験するものだ。子どもたちが主役にな

つて とこ とん面 白さ 、楽 しさを追 求 しな が ら、思 い っき り主

体性や創造力を発揮できる機会をつくることが主な目的であ

る。昨年 3 月 に続い て2 回目の取 り組 みだ ったが 、4 日間で延

べ2 5 5 8 人 の 子 ども が 参 カロし （前 回 は約 2 0 0 0 人 ）、延 べ

4 0 0 人の大 人が スタ ッフ と して 関わ り、大盛 況 に終 った。

■前回の「ミ＝さ くら」との ちがい、今回 むずか しか つた こと

前 回の 「ミ ニさ く ら」 が N P O 佐 倉 こ ど もス テ ー シ ョン の

主催 事 業 だ ったの に対 し、 今 回 は 、 こ ども ス テ ー シ ョン の

諸々の事情と、「大人が目立ちすぎた」 という前回の反省を

受けて、前回の 10 代スタッフ （企画から参加 した中高生年

齢の こ どもス テー シ ョンの メ ンバ ー ）数名 と、筆者 他大 人 数

名で実 行委 貴会 をつ く り、 その主 催 と言 う ことで 準備 を始 め

た。 しか し、始 め て みて 実感 した こ とは 、「大 人 の ス タ ッフ

を集め る には大 人の ネ ッ トワー クが必 要だ 」、 とい う ことと 、

基本的に昼間は学校があ って動けない子ども達が事務局・運

営の責任を分担するのは無理があるのではないか、というこ

とだ 。そ して 、大変 さや 行 き詰 ま り感 、義 務感 ば か りを感 じ

なが らの 事務 局 運 営 （？） によ って、 関 わ った子 どもた ち の

「 ミ ニさ くら」へ の 意 欲を 薄 れ させ て しま つた こと は最 大 の

反省点である。前回、面白さ、楽 しさを追求 しながら「自分

達の まち」 と して 「ミニ さ く ら」 を 自由 に思 い描 き、 素晴 ら

しい アイ デ ィアで企 画 を引 っ張 って くれ た彼 らの 力 を充分 に

生かせなかった。

準備段階において、それぞれのブー ス （仕事場）の準備

中 村 桃 子 （「ミニさくら」実行委員会）

（材料、道具集め等）を進め、当日子ども達の活動をサポー

トす る大 人 の ブ ー ス ス タ ッフが な か な か集 ま らな か った点

は、次 回 はな ん と して も解 決 したい 。準 備 段 階か ら関 わ り、

スタ ッフ会 議 に も参カロした ブー ス スタ ッフ が少な く、子 ど も

の主 体性 を尊 重 しよ うと言 う姿 勢 や 「ミニ さ くら」 の シス テ

ムまで もが多 くの ス タ ッフに充 分 に伝わ って いな い、 とい う

状況のまま、当日超大入り満員の子ども達を迎え、対応に追

われ た。 この ため に今 回の 「ミニ さ くら」 で は、前 回 に比べ

て「子 ども が中心 にな ってブー ス をまわ して い く」 とい う状

況が 生まれ に くか ったと思 われる こと が残念 だ。

■今回の成果

しか し，2 回 目 を続 けた か らこそ 、 と思 われ る成 果 もあ っ

た。 事前の子どもスタッフ会議に参加 した6 年生の2 人組

みは「ミニ さ くら」の 通貨 「モール」の デザ インを 引き受 け、

さらに ア クセサ リー シ ョ ップの ブ ースス タ ッフ と して 活躍 し

てくれ た。 また ，今 回初参 加の 、 こども ステ ー シ ョン会 員外

の中学生が 4 人、わたあめや銀行のブーススタ ッフを引き受

け、準 備 も含め 楽 しん で くれ た。 そ して今 回 は、前 回 1 軒 も

出な か った子 どもの起 業 による 店が3 軒 出た ことも うれ しい。

2 軒は雑貨屋、 1軒はクレープやで．大繁盛 していた。また、

今回 は 1 0 代 ス タ ッフの ア イ デ ィアで 「ミニ さ く ら」 の 「市

場」 を つ く り、そ れ ぞれの 店 は足 りな くな った材 料 を店の売

上を使って 「市場」で買い足すように した。まだ改善の余地

があるが、なかなか好評で残 していきたいシステムとなった。

「子 どもがつ くる まち ミニ さ くら 2 0 0 3 」を実施 して、

いろいろ課題や限界も見えたが、あれだけた くさんの子ども

たちが楽 しみ に して いて くれ た、 とい う こともわ か った。見

えてきた課題 を ど うや って次 につな げてい くか、「子ども がつ

くる まち ミニさ くら」を続 けてい く方 法を探 っていきた

子 どもの権利条約 第 67 号・ 2 003 年 4 月20 日号
迦



子 どもの権利条約ネ ッ トワーク恒例 ♪

子どもの自主的な参加諸活動を支える

夢幹砂 田野口参□ 包㊥㊥包

さま ざまな分野 で子 どもに よる文化 活動 や社 会参 加 が注 目 されつつ あ るなか で、子 どもの参加 活動 を＜ 子 どもの権 利の視 点 ＞か ら支 える

ことの で き る 「支 え 手 」 は 十 分 で は あ り ま せ ん 。 い ろ い ろ な 分 野 で ワ ー ク シ ョ ッ プ の 手 法 が 知 ら れ る よ うに な り 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ を実 践

する フ ァ シ リテ ー タ ー が 多 く登 場 す る よ うに な っ て き ま した が 、 そ の 実 践 の 中 に は 、 参 加 者 を傷 つ け て し ま っ た失 敗 例 も で て き て い ま す 。

子どもの権 利条 約 ネ ッ トワー クでは 、＜ 子 どもの権 利 の視点 ＞に基 づ き子 ども参 加 を支 え るフ ァシ リテ ー ター を養成 す る こと を目的 と し

て、2 0 0 2 年か らフ ァシ リテー ター養成 講座 を実施 してい ます。

以下 に、全 5 回の講 座 内容 の一部 を ご紹介 します。 詳細 は 、 ファ シ リテ ー ター養成 講座 2 0 0 3 記録集 （年 内刊 行予 定）をご参 照 くだ さい 。

（ 記録 集 ご希望 の方 は、子 どもの権 利条約 ネ ッ トワーク事務所 までお問い合 わせ くだ さい。）

回 3 月 1日 （土） 1 0 ：3 0 ～ 1 2 二3 0 、 1 3 ：3 0・－ 1 5 ：3 0

理論 Ⅰ ① 「子どもの参加をどう支えるか」

菩多明人（子どもの権利条約ネッ トワーク代表、早稲田大学教授）

アイスブレーキンクで開会 したのち、書多氏か ら、子ども参加が

今社会か ら求められるようになりつつあるのはなぜか、その背景や

要因について話があつた。

その上で、おとな社会から子ども参加が求められつつあるにもか

かわ らず、子どもが参加活動に受動的あるいは消極的な場合が多い

点が指摘され、ファシリテ一夕ーは、そのような子どもたちを支え

る社会的ニーズのある存在であるとの指摘があった。

また、参加活動に受動的・ 消極的といわれる子どもたちが、一方

で、安心 して本書をいえるおとなを求めている現実があることか ら、

ファシ リテ一 夕ー は 、子 ども に と って 安 心 して話 せ るお とな にな る

べきであ り、そのためには、子どもをおとなのスケジュールにあわ

せて 導 いて い くの で はな く、 子 どもが 自分 か ら動 くよ うにな る まで

「待つ」姿勢が重要であるとの話があ った。

②r世界の子ども参加の動き」 平野裕＝（A R C 代表）

まず 、ロ ジ ャーハ ー トの＜ 参カロの は しご ＞の問 題点 とそれ に かわ

って登場 した＜ 参加の橋 ＞や＜ 参加の輪＞等の「子ども参加」分析

モデルの紹介・ 説明があった。

次に、 1 9 9 9 年に子どもの権利条約採択 10 周年記念会議 （＠ジュ

ネーブ）が行われてから、2 0 0 2 年に国連子 ども特別総会が行われ

るまでに至 る間に、「子 ども参加」 に対するおとなの意識が徐々に

変革されていったことについて指摘がなされた。

また、子ども参加を支えようとするおとなは、「かわいそ うな子 ど

もをおとなが助ける」といった意識ではなく、対話・参カロ・エンパ

ワー メ ン トおよ びパ ー トナー シ ップの精 神 にの つ と って 、子 どもの

人権および人間と しての尊厳を確保 しよ うとするものでなければな

らない旨が話された。

子ども参加の課題と しては、①依然 としておとなが主導・ コン ト

ロールする「子ども参加」実践が少なくないこと、②子ども参カロを

阻むおとな を対象と した活動 にも っと時間をかけるべきである こ

と、③今の社会における子ども参加のもてはやされ方が、一種の流

行のようにも見受けられること、があげられ、流行が過ぎ去ったの

ちも子ども参加が保障されるよ うに、子 どもが積極的に発言できる

民主的システムを制度化すべきである点が指摘された。そのために、

ぽ
における参加権を法律で保障すること、国・地方 レベルの政府

子どもの権利条約 第6 7号・ 200 3年 4 月20 日号

と子 どもた ち が対話 す る正 式な しくみ を設 ける こ と、子 ども参 カロに

関する教育を専門家の要請・研修に含めることなどが重要であるこ

とが話された。

最 後 に、 フ ァシ リテ 一夕 一 に求 め られ る心 が まえ と して、子 ど も

の意見と自分の意見が食い違った場合に、違 う意見を認め られるの

かどうか、一瞬一瞬、多様性が試されることを心 しておく必要があ

ることが確認された。

E l 3 月2 日 （日） 1 0 ：3 0 ～ 1 2 ：3 0 、 1 3 ：3 0 ～ 1 5 ：3 0

理論 Ⅱ 「子ども参加の学校づくり」

伊藤義明（北海道書別町立札内］別嘩已校教輸）

＜ 札内北小学校 ＞

北海道帯広市に隣接する町。全校生徒は約3 7 0 名。子ども主体の

学校づくりの取り組みを始めて3 年になる。

＜ 子ども参加 ＞

なかなか自分の居場所を確保できない子どもも含めて、すべての

子どもたちがのぴのぴと学校で過ごせることが大事であ り、そのた

めには参加が必要、ということで、学校における子ども参カ口実践を

はじめ た。

＜ 札内北小学校の取り組み＞

例えば運動会。運動会を教師が指導すると、子どもにとっては、

先生に教えられてきた内容をいかに間違わずにやるか、の場所にな

つて しま う。 それ で は子 どもた ち が主 体 的 に動 くこ とが でき ない 。

そこで、札内北小学校では、実行委真の子どもたちを中心にして運

動会を運営 している。運動会で必要な係があげ られ、子どもたちが

自分のや りたい係に集まり、各係の担当する仕事内容も子どもたち

が決める。種目もすべて子 どもたちによって決定される。人数調整

も全部自分達でやる。総練習も子どもたちが運営する。このような

経験を通 して、子どもたちの中に、自分達自身で行事を作っている

とい う実感 が起 こる こと になる。

しか し この よ うな や り方 で は 、もち ろん 失敗 す る こともあ る。 例

えば、2 0 0 0 年度の運動会。先生は何度も口を出したくなるものの、

ただひたすら我慢 してみた。すると、午前のプログラム終了が 13

時半、すべて後片付けが終了 したのが 17 時と終了予定時間をかな

りオ ー バー す る こと にな った 。 しか し子

どもたちは自分たちでや っていることだ

から、いやな顔 は全くしなか った。そ し

て、その経験によって、次に時間通 りに

進めるにはどうすればいいのかを、考え
第2 固 よ り
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ることにな った。2 0 0 1年度、同 じように子 どもたちに運営を任せ

たが、前年度の経験が生きて、時間通 りに運動会は終了 した。

おとなが無駄と思 う試行錯誤も、どれ一つ無駄なことはない。そ

の試行錯誤ができる時間的な余裕 を子 どもたちに与 えてあげるの

が、先生ができることであり、このような「待ち」の姿勢が大事で

ある。

②「いのちの現場か ら ：子どもに寄 り添う」

西野博之 （フリースペースたま りば）

活動は、この指とまれ、やりたい子どもがメンバーを集めては じ

める。 フ ァシ リテ一 夕ー ＝お とな は、そ こ にさ りげな く寄 り添 う。

最近の子どもは自尊感情が失われている。その中で、子 どもたちが

どん どん死 を選 ん でい る とい う状況 が ある こ とを き っち り押さ えて

いかなければならない。

ここ5 年、子どもが死にたいといって本当に死を選ぶようになっ

ている。

＜ 子どもが大人にいわれて傷つく言葉－おまえなんか、生まなきや

よかった＞

参カロする場所を奪われている子 どもは、家庭の中です らも、自分

の存在を肯定できるよ うな関係の中にいない。自分は邪魔なんだ、

いらない子どもなんだ、と思ってしまっている。

参 加 は、究 極 な とこ ろは 、生 きて いて いい 、 とい う こと。 子 ども

が参 カロす る 、 とい うこ とをつ き つめ てい くと、参 加 しに く い子 ども

を特に考えれば、当たり前にそこにいられるのが参加。せめて私達

ができるのは、参加の機会を奪わないということ。最後まで寄り添

い続 ける こ と。何 度 間違 えて も 、逸脱 を くりかえ して も 。そ こ にど

こまで寄 り添 え るか 、で ある 。 フ ァシ リテ一 夕ー が子 ど も に対す る

上で重要と思われる具体的なポイン トを紹介すると、以下の通 り。

（ 》世間のものさ しを持ちこまない。（当然それか らもれる子 どもが

でてくる。今もっている価値観を一度 うたがってみる。）

②生産性や、もの ごとができるかできないかで判断 しない。（何か

ができるとい うことが評価される社会のなかで、できないことを評

価するのは難 しい。でもできないことで気づかされることがた くさ

んある。）

③生きていていいんだと思えるよ うな人と人との関係性をつ くる。

（ 彰「子 ども が かわ い そ う、 何 とか してあ げ た い」 と い う気 持 ちは 、

あくまで 自分 （＝お とな、 フ ァシ リテ 一 夕ー ）の 中で の ことで 、言

つてみれば子どもには関係ない感情の動きなので、抑えるべき。

⑤導こう、という姿勢が見えたら、子どもは身構える。

⑥正 しい と思 うこと を言 うと きは 、遠 慮が ち に言 お う ！正 しい こと

をいうときは、自然 と語気が強ま り、相手が反論する余地がないも

のなので。

子ども参加を支えるおとなは、常に自分自身を問い、自分たちの

言動を厳 しく検証する必要がある。また、自分は常に、誰かを傷つ

ける存在 にな りうる、 とい う意 識 をもつ こ とが重要 であ る。

回 3 月2 3 日 （土） 1 0 ：3 0 ～ 1 5 ：3 0

実践 I 「子ども参加のデザイン」

安部芳絵（子ども参加 ファシリテ一夕ー）、横5兵会議チーム

第 3 回の実践。終了後に善かれたフ ィー ドバ ックシー トか ら、参

加者の声をご紹介 します。

☆「いいとこ探 し」人の長所を見つけようと努力すると気持ちが明
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るくなる 。

☆自分の似顔絵 を描いた紙を破るの は難

しい⇒自分のことは大切だ、という気持

ちは自分の身体の範囲の外側 にまで広が

つて行 くん だ とい うこ とがわ か った 。

☆印象 的 だ った の は 「ヒ リビ リ」。 あ と

に残 って しま うよ うな ア ク テ ィビテ ィは

やらな いほ うが い い とい うの は その とお

りだ と思 い ま す 。「いい と こ探 し」 い く

つに な って もい い と こを人 に言 って も ら

える とい うの は うれ しい もの です ね 。で

きれ ば こ うい うw in－W in の ア クテ ィビテ

ィはい っば いや りたい と思 う。

☆子どもの権利条約を学んでいる うちに

おとな同士で話 し合 うだけではない、子

どもの参加の重要性を感 じてきま した。

第3固 より①

第3 固 よ り（診

第3固 よ り③

中高生の子 どもたちと何かの討論 （難 し

くて かな わな いか も） したいな あと考 え てい ます。

☆ファシリテ一夕ーの姿勢の重要性を学ぶことができた。アクテビ

ティひとつで子どもを傷つけて しまう危険性、本当に重々注意 した

いと思った （略）擬似体験はあくまで擬似体験 にすぎない。本当に

その人でなければその人の気持ちはわか らない。それがこれまでも

わかってはいたけど、今日実感でわかったような気がする。

回 3 月 2 9 日 （土 ） 1 5 ：0 0 ～ 1 7 ：0 0

実践 Ⅱ「フ ァシ リテ一 夕ー をや ってみ よう ！」

養成講座参加者のみなさん

参加者のなかで①企画チーム①ファシリテーターチーム（診評価チ

ームと3 つの グループにわかれて今日の講座の進行を話 し合 った。

そのうち、さあ ！子どもの参加者が集まってきた。会場を大会議室

に移動 して、講座の始ま り、始 まりである。参加者全員のポラロイ

ド写真 2 4 枚が受付時点で撮影されて正面ボー ドに貼 り付け られて

いる。参加者の 1 人ひとりの写真が私も仲間だよって微笑みかけて

いる。

■アイスブ レーキンクには4 つのコーナーが企画されていた。

①ど こか ら来 たの ？ A ）近 く B ）遠 く C ） 少 し遠 く D ）どち

らでも ない

②今日は何をしたい ？ A ）問題を解決 したい B ）友達を作 りたい

C ）話をしたい D ）話を聞きたい

E ）その他 ②の設問に対 して特別に 5 つ

のコーナーになった

③うまれかわるな ら A ）動物 B ）植物 C ）物質 D ）その他

④興味のあること A ）日本 B ）世界宇宙 C ）自分 D ）その他

早速 フ ァシ リテ 一夕 ーチ ーム がイ ン タ ビュー マイ クを も ってアイ

スブレーキングの役割をはた していた。

グループつくりはまずペアをつくって自己紹介・他己紹介の方法

で1 人 3 0 秒で呼んでほ しい 自分の名前 ．所属．好きなこと．参加

の目的などペアに伝え、つぎにはできるだけ離れたところのペアと

組んで他己紹介をしあった。さ らに8 人のグループになって他己紹

介をしあい、グループワークに入った。

■グループワーク

各 自関心 のあ る こと をカー ドに記 入 して模 造紙 に は りつ け クルー

プ内の考えをまとめる作業である。

子 どもの権利条約 第 67 号・ 20 03 年 4 月2 0 日号
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グループA は疑問に思ったことを発表

戦 争 は本当 に必 要な の ？＝⇒ど っちが 悪 いの＝手ア メ リカの 正 義 って

⇒自分に何ができるの＝⇒止めないと＝⇒笑うことの大切さ⇒話 し合 う

ことの大切さ

グループB は演技で発表

桜＝手ドリア ン まん じゆう＝手温 泉⇒ 砂 漠 と5品泉 とベ トナ ム コー ヒー

＝手戦争＝手し1やなの に戦争 が おこるの ？

グループC は悩み事（カネ、食事、株） イラク戦争（武力以外の解

決方法があるのでは ？） 学校のこと（学校でまじめに勉強できない、

学校に行きたくな くなる、教員の体罰、 P T A はお茶会 ？）の 3 つの

テーマで発表

最後は全員が輪になって 1口感想を述べ合 った。

l

○いいたいことがいえてすっき りした。楽 しかった。いろんな人の

意見が聞けてよかった。軽い話題も取 り入れてほ しい。悩みは僕だ

けではなかった。お花見ができた。もう少 し時間がほ しかった。．な

どが出された感想である。

回 3 月 3 0 日 （日） 1 0 ：3 0 ～ 1 2 ：3 0

ふりかえ り 安部芳絵 （子ども参加ファシリテ一夕ー）

最終回では、グループ毎に、今までの講座全体を振り返 りました。

反省点や良か った点などを各自ポス トイッ トに書き付け、模造紙に

張っていきました。

次に、劇・毒薬・絵・その他の表現手段の中から一つ選び、発表を行

いま した。最後は、みんなでみんなに握手 してお別れとなりました。

子 ども の権 利 条 約 ネ ッ トワ ー ク 5 月 イ ベ ン ト脅 2 0 0 3年5月5日（日）

1 3：3 0～16 ：3 0（受 付13：3ひ－）（於 ：国立オ リン ピック記念青少年総合センター・センター棟5 0 1号室）

いろんなテーマを子どもとおとなが境界線な しに、自由に話 したい。そんな思いを形にするために、今年は「 トークちゃんぶる」を行

います ／「ちやんぶる」 とは沖縄の方言で 「ごちゃまぜ」とい う意味。いろいろな意見やキモチを自由にだ しあおうという思いをこめ

てつけま した。

いったいどんなや り方で進行するのかは当日のお楽 しみです。参加 してくださる皆さんが話したいテーマも取り入れて進行していきます。

「 トークちゃんぶる」のはじめのテーマは「戦争と平和」。子どもとおとなが、立場をこえて本音で語 り合えると毎年好評のこの 5 月

イベ ン ト。今年 もぜ ひ、皆 さん で 「 トー クち やん ぶる」 して くだ さい J

◆参加升 一般 ：おとな 10 0 0 円 子 ども 5 0 0 円／会鼻 ：おとな 8 0 0 円 学生・こども 無料

お問いあわせは、子どもの権利条約ネ ットワーク事務所（開室時間／火・金 （12 ：0 0 ～ 17 ：0 0 ）まで ／

子どもの権利条約 フォーラム 2 0 0 3 今年は兵庫県川西市で開催 J

2 0 0 3 年 の子 どもの権 利条 約 フォー ラム は、 12 月6 日 （土） ～7 日 （日）に兵 庫県川 西市 で行 うこ とにな りま した J

詳細は 、次 号以 降の ニ ュース レター にて 随時 お知 らせ してい きます ／／

－．月ヽ．d ．ヽ瓜．瓜●瓜．瓜．瓜．瓜．瓜．瓜●瓜●A ．月ヽ．爪．爪一爪．ノーヽ．′h●爪．′h．月ヽ．瓜．A●月ヽ．爪●爪．A ．爪●爪．爪．爪．爪●A●爪●A●A●A －」作ヽ●バヽ●肌 βヽ●ノ℡レノ℡一入■A ●A◆バヽ仙 lヽバヽ■爪●爪●州 止バヽIバヽ■メヽ●メ仙 止バヽ■爪■八一棚

創 刊号 ：2002年7 月末 日 第2 号 ：2003 年1 月末 日（以下 、同 じ）

郵便振込 み申込 で直接 申 し込 まれる か、下 記事務局 へ お問い合 わせ下 さい。

郵便振替00150－3－16 4280 口座名称 子どもの権利集約総合研究所

研究所事務所 ：〒1 5 2－0 0 3 4 東京都 目黒区緑が丘2・6・1 喜多明人宛

研究所分室（水曜 日10 ：0 0－16 ：00）T E L・ F A X O 3－5 2 8 6－3 5 9 5 E－M a il：c rC 2 1＠ly c o s．jp

』
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★発 行 （隔月刊）

子どもの権利条約ネッ トワーク

N etw o rk fo r the  C o n v e n t i o n  o n  t h e

R ig h ts o f th e C h i旧

〒106・0032 東京都漕区六本木4 －7 －14
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